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夢を語れる学校 
校長室だよりも５０号となりました。いつも読んでいただきありがとうございます。 

さて，昨日１４日（火）の３校時，６年生に授業をしました。そして，こんな

話をしました。「夢を言葉にして吐き続け，マイナスを取ると夢は叶う。」６年生

は，自分の夢を作文や図工の作品として表現しています。夢を叶えることについ

ての話をする，いい機会だなと思い，授業することにしました。昨年の６年生に

も話した内容で，繰り返しになりますが，再度掲載します。 

「吐く」という漢字の「土」の下の横画（マイナス）を取ると「叶う」という

漢字になります。自分の夢を言葉として表す，言葉として吐き続けることが大切

だと思います。そして，マイナスを取るということは，常に前向きに考えて行動

する，くじけても何度でもチャレンジすることにより，夢は叶うよ。という内容でした。６

年生は真剣に話を聴いてくれました。 

 私は，小学校５年生，６年生の時に持ち上がりで，同じ担任の先生に受け持ってもらいま

した。阿部先生と言います。５年生になって阿部先生に教えてもらって，阿部先生のことが

とても好きになりました。そのうちに，阿部先生のような小学校の先生になりたいと強く思

うようになりました。親にも，中学校や高校の先生にも「小学校の教員になりたい。」と言い

続けていました。小学校５年生からずっと変わらずに夢をもち続けていました。 

 恥ずかしい話ですが，私は大学に入るために2浪しています。さすがに2浪目となると，

親も別の道を勧めるようにもなりました。しかし，小学5年生からの夢が変わってないこと

に親も納得してくれて，2 浪させてもらいました。なんとか大学に入学し，夢への一歩を踏

み出すことができました。 

 今思えば，夢を言葉にしたことにより，私に関わるいろいろな人が背中を押してくれたの

だと思います。阿部先生にも「吉田ならできる」とおっしゃっていただきました。教員の道

を歩み始めた時，一緒に喜んでくれたのも阿部先生でした。中学校，高校の先生からも「や

ってみろ！やるべきだ！」と言っていただきました。そのように言ってもらうと，さらに夢

が膨らみ，前を向いて歩こうと思うようになったと感じています。 

 大学4年の夏，教員採用試験の9日前に，以前お知らせした交通事故に遭いました。担架

で運ばれて教員採用試験を受験はしたものの，受かるはずはありません。やむを得ず，1 年

留年することになりました。その時，一旦教員になることをあきらめかけました。それでも，

親や仲間など，周りにいてくれた人々が，また背中を押してくれました。そのおかげで，今

教員人生を歩んでいます。 

 子供たちは，年齢相応の夢をもっていると思います。身近にいる人だったり，テレビなど

で見る芸能人だったり，スポーツ選手だったりと憧れる人がいることでしょう。その憧れが

夢だと思います。自分の夢を冷かされたり，からかったりされると，夢を言葉として吐き出

すことができにくくなります。自分の夢を言葉として語ることができる，それを教職員や友

達が受け入れてくれる，受け入れてもらったことで，あきらめないで努力しようとする，そ

んなぬまっこになってほしい。これが私の今の夢です。 

暖かい日が続いているなと思うと，急に寒いが来る。日中の寒暖差が大きい日が続きま

す。卒業式まで授業日数が２２日。コロナは少し落ち着いてきたようですが，インフルエン

ザが流行ってきているようです。お互い体調管理には気を付けて過ごしましょう。 
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